
育成就労制度における職種追加について

○ 造船・舶用工業分野の特定技能の業務区分は、現場の多能工化について要望を踏まえ、令和６年３月に業務区分を再編し、対象職
種を拡大。

○ 造船・舶用工業界で受入れ実績のある技能実習２号移行対象職種のうち、特定技能の受入れ対象職種ではないものが存在していた。

○ 育成就労においては、特定技能の受入れ対象職種ではないものは受入れ対象外となるため、職種を追加。

背景

１．造船区分
・溶接
・塗装
・鉄工
・とび
・配管

・建築板金
・建具製作
・左官
・熱絶縁施工
・内装仕上げ施工

２．舶用機械区分
・溶接
・塗装
・鉄工
・仕上げ
・機械加工

・配管
・鋳造
・金属プレス加工
・強化プラスチック成形
・機械保全

３．舶用電気電子機器区分
・機械加工
・電気機器組立て
・金属プレス加工
・電子機器組立て
・プリント配線板製造

・配管
・機械保全

・工場板金
・機械検査

職種

・建築板金
・熱絶縁施工
・工場板金
・機械検査

船舶加工

舶用機械加工

舶用電気電子
機器加工

育成就労（造船・舶用工業分野）の枠組み 特定技能の対応職種

・工場板金
・家具製作

赤字：追加職種
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